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第６回の SSH 通信となります。今回は「ＡＳⅠのプレゼンテーション講演会」と「サイエンスキャ

ッスル 2017」、「天高生による小学生対象プログラミング講座」、「遠隔通信の活用」についてお知らせ

します。 

熊 本 県 立 天 草 高 等 学 校 
Kumamoto  Prefectural  AMAKUSA  High  School 

通信 
プレゼンテーション講演会 (株)日本ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ・ｴﾊﾞﾝｼﾞｪﾘｽﾄ 西脇資哲 様 

12 月 16 日(土)に天草高校体育館で、１年生に対してプレゼンテーション講演 

会を実施しました。講師は、日本マイクロソフト株式会社・エバンジェリストの 

西脇資哲様です。プレゼンテーションに関わる様々なテクニック（見せ方や話し 

方、話の作り方など）を、具体例を交えながら、わかりやすく、印象に残るよう 

に伝えていただきました。 

サイエンスキャッスル 2017  in  水俣高校 

12 月 17 日(日)に水俣高校で、サイエンスキャッスル 2017 が開催されました。 

本校からは、科学部３班と１年生課題研究班のうち４班の計 27 名が参加しました。 

サイエンスキャッスルは日本最大の中高生のための学会といわれており、九州・東北 

・関東・関西の全国４カ所で実施されています。シンガポール大会もあります。 

本校は、九州ブロック大会のポスター発表に参加しました。ポスターセッションで 

は、科学部１年生の福田さんが「天草のゲンジボタルについて」の発表で優秀賞（2 

位相当）を受賞しました。 

講演内容「プレゼンテーションの極意」 

◆ プレゼンテーションとは相手を動かすことである。 

◆ これからの社会ではアウトプット（伝える力）が必要不可欠であり、高校生のうちに学んでおけば必ず役に立つ。 

◆ 小学生のプレゼンテーション能力はすごい。動いてなんぼ！ 

◆ 「話す＝聞く＝見る」を一致させる。視点誘導など、相手が見ていることを意識したプレゼンテーションが大事。 

【 生徒感想 】 

■将来にも必ず役立つ内容でした。人を惹きつけられるようなプレゼンをやってみようと思います。 

■驚きの連続でした。身振り手振りなどを普段から意識しようと思いました。 

■具体例が CM や TV の中に出てくる内容であったりしてわかりやすかったです。 

■同じことを話すとしても、様々な工夫をして話す方がわかりやすいことがとてもわかりました。 

■明日のサイエンスキャッスルで早速活用してみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天高生による小学生対象プログラミング講座 

12 月 25 日(月)と 26 日(火)に天草高校学習センター2F で、天草高校 1 年生 6 名 

が小学校 1～6 年生を対象にプログラミング講座を行いました。新学習指導要領の中に「小学 

校６年間の中でプログラミング授業を実施する」という内容があり、モデルとなる取組を行えないかと

考えた班の思いに応える形で実現しました。天草市・上天草市・苓北町の広い範囲から応募があり、合

計６０名に対して実施しました。参加した小学生は「プログラミングは初めてだったけど、楽しかった

です」「ときどき曲がったりしたけど、ロボットが動いてブロックを取ったのでよかったです」などの感

想を発表しました。身の回りにある機械がプログラミングによって動いていると考える一つのきっかけ

になればと思います。 

遠隔通信の活用事例（高森高校生に向けた遠隔授業・長崎大学との交流） 

12 月 1 日(金)に松田指導教諭

が高森高校生に向けて、数学Ⅰ

の遠隔授業を実施しました。双

方の月別平均気温について、デ

ータの分析を行いました。 

12 月 21 日(木)に長崎

大学水産学部の先生方

と Skype で交流し、課

題研究に助言をいただ

きました。 

指導案 

参加生徒をイメー

ジした生徒観 


